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東葛東葛ホールディングス

企業概要企業企業概要概要

■■ 社名社名 ：株式会社東葛ホールディングス：株式会社東葛ホールディングス

■■ 設立設立 ：昭和：昭和4444年年11月月

■■ 資本金資本金 ：：210.3210.3百万円百万円

■■ 従業員数従業員数 ：：114545人（連結）人（連結）

■■ 事業内容事業内容 ：自動車販売関連事業を中心とした：自動車販売関連事業を中心とした44つの柱つの柱
①① 新車販売新車販売

②② 中古車販売中古車販売

③③ サービス（点検整備等）サービス（点検整備等）

④④ その他（その他（自動車自動車ローン、自動車保険、生命保険等）ローン、自動車保険、生命保険等）

■■ 連結子会社：株式会社ホンダカーズ東葛連結子会社：株式会社ホンダカーズ東葛

株式会社ティーエスシー株式会社ティーエスシー

株式会社東葛プランニング株式会社東葛プランニング

（平成２１年３月末現在）
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■ 国内新車販売の現状■■ 国内新車販売の現状新車販売の現状
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販売台数の現状販売台数の現状

■■平成平成２０２０年４月～年４月～２１年３２１年３月の国内新車販売台数月の国内新車販売台数

92.1%1,9312,097当社合計

90.7%262289届出車

92.3%1,6691,808登録車

94.4%389,194412,237登録車

84.5%189,101223,773届出車

90.9%578,295636,010Ｈｏｎｄａ合計

95.6%1,808,7831,892,965届出車

84.4%2,891,9013,426,577登録車

88.4%4,700,6845,319,542四輪総合計

対前年比
平成２０年４月

～平成２１年３月

平成１９年４月

～平成２０年３月

単位：台単位：台

日本自動車販売協会連合会・全国軽自動車協会連合会より
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■ 平成２１年３月期決算について■■ 平成２１年３月期決算について平成２１年３月期決算について
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単位：百万円

平成２１年３月期決算 財務ハイライト（連結）平成２１年３月期決算 財務ハイライト（連結）

2.4%2.4%5.0%5.0%売上高営業利益率売上高営業利益率

35.4%35.4%34.1%34.1%自己資本比率自己資本比率

487.33487.33488.84488.84１株当純資産（円）１株当純資産（円）

8.498.4933.6833.68１株当当期純利益（円）１株当当期純利益（円）

2,3532,3532,3602,360純資産純資産

6,6506,6506,9256,925総資産総資産

4141162162当期純利益当期純利益

108108313313経常利益経常利益

139139314314営業利益営業利益

5,7615,7616,2376,237売上高売上高

平成21年３月期平成平成2020年３月期年３月期
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東葛東葛ホールディングス

平成２１年３月期決算 貸借対照表（連結）平成２１年３月期決算 貸借対照表（連結）

6,650,8136,925,553負債・負債・純資産純資産合計合計

2,353,4592,360,744株主資本株主資本

純資産の部純資産の部

4,297,3544,564,808負債合計負債合計

672,514654,506固定負債固定負債

3,624,8393,910,301流動負債流動負債

負債の部負債の部

6,650,8136,925,553資産合計資産合計

23,021-繰延資産繰延資産

2,894,0702,801,898固定資産固定資産

3,733,7214,123,654流動資産流動資産

資産の部資産の部

平成21年3月期平成20年3月期

単位：千円
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東葛東葛ホールディングス

平成２１年３月期決算 損益計算書（連結）平成平成２１２１年年３３月期月期決算決算 損益計算書（連結）損益計算書（連結）

平成21年3月期平成20年3月期

9,88019,715特別損失特別損失

162,662

131,142

293,805

313,520

44,724

44,244

314,001

1,144,653

1,458,654

4,778,864

6,237,518

108,510経常利益経常利益

98,629税金等調整前税金等調整前当期当期純利益純利益

57,623法人税等法人税等

41,006当期当期純利益純利益

11,791営業外収益営業外収益

1,226,650販売費及び一般管理費販売費及び一般管理費

139,608営業利益営業利益

42,889営業外費用営業外費用

1,366,259売上総利益売上総利益

4,395,460売上原価売上原価

5,761,719売上高売上高

単位：千円
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東葛東葛ホールディングス

平成２１年３月期決算 部門別業績平成平成２１２１年年３３月期決算月期決算 部門別業績部門別業績

その他
6.6%

新車販売
59.7%

整備等
サービス
22.4%

中古車販売
11.3%

新車販売 中古車販売 整備等サービス その他

92.4%
100.0

%
5,761 6,237合計

98.7%6.6%378383 その他

99.1%22.4%1,2901,302
整備等
サービス

90.7%11.3%652 719 中古車販売

89.8%59.7%3,439 3,832新車販売

前年
同期比

構成比
平成21年3月期

実績
平成20年3月期

実績

売上高売上高（単位：百万円）（単位：百万円）
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平成21年3月期決算 車種別新車登録台数平成21年年33月期月期決算決算 車種別新車登録台数車種別新車登録台数
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東葛東葛ホールディングス

決算のポイント決算のポイント

今期の国内自動車販売台数は、車両耐久性の向上による保有年数
の長期化に加えて、期の前半はガソリン価格の高騰、後半は景気
の急速な悪化により、消費者の車両購入マインドの冷え込みが顕
著に表れた１年であり、販売台数は約４７０万台と１９８０年度
以来２８年ぶりに５００万台を割り込む結果となりました

売上の約６０％を占める新車の販売台数の減少、単価の下落により

総売上高は▲７．６％の減収、利益については生命保険関連事業の

初期投資が予想以上にかさんだうえ、店舗の閉鎖費用を特別損失に

計上したため、経常利益は１億８百万（前期比６５．４％減）、

当期純利益は４１百万（前期比７４．８％減）と大幅な減収となり

ました
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東葛東葛ホールディングス

部門別要因分析（１）部門別要因分析（１）

＜新車部門＞

■ ０７年フルモデルチェンジのフィット、５月発売のフリードは

堅調な販売で推移いたしましたが、９月後半の金融不安に端を

発する景気の急速な悪化は、下期の販売状況に大きく影響、

顧客の小型車志向と相俟って、販売台数は１，９３１台

（前期比７．９％減）、売上高は３４億３９百万（前期比

10.2％減）となりました。
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東葛東葛ホールディングス

部門別要因分析（２）部門別要因分析（２）

＜中古車部門＞

■ ７月にオープンしました千葉流山インター店の寄与もあり

小売台数は前期に比べ、２１．４％増の５７２台を確保し

ましたが、新車と同じく小型車志向は強く、台当たり単価の

下落傾向が続いており売上高は６億５２百万

（前期比９．３％減）となりました
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＜その他部門＞

■ 登録受取手数料やローン手数料は販売台数、台当たり単価に

連動しているため大きく減少いたしました。

また、損害保険手数料は増加しましたが、新事業の生命保険

手数料が当初予想を下回ったため、売上高は３億７８百万

（前期比１．３％減）となりました。

＜サービス部門＞

■ 今期は、車検到来台数が少なく、当初より苦戦が予想されました
ので、管理ユーザーに対するきめ細かいアプローチにより、車検
点検の台数確保に努め、売上高は１２億９０百万（前期比０．９

％減）とほぼ前年並みを確保しております。

部門別要因分析（３）部門別要因分析（３）
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■ 平成22年3月期事業戦略および業績予想■ 平成22年3月期事業戦略および業績予想
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事業戦略＜新車部門＞事業戦略＜新車部門＞
■■ 新車販売は、本田技研工業株式会社の新車を販売新車販売は、本田技研工業株式会社の新車を販売

■■ （株）ホンダカーズ東葛として９店舗の新車拠点を運営（株）ホンダカーズ東葛として９店舗の新車拠点を運営

レジェンド、アコード、アコードワゴン、Ｓ2000、ＣＲ-Ｖ、インスパイア、エリシオン、エディックス、オデッセイ、

ステップワゴン、ストリーム、フィット、フィットアリア、エアウェイブ、パートナー、インサイト、シビック、

シビックハイブリッド、クロスロード、ライフ、バモス、バモスホビオ、ゼスト、アクティ、アクテイトラック

＜ 取 扱 車 種 ＞

■■ ２月発売の新型ハイブリッド＜インサイト＞は予想以上の反響２月発売の新型ハイブリッド＜インサイト＞は予想以上の反響

であり、集客に大きく貢献している。インサイトの販売活動はであり、集客に大きく貢献している。インサイトの販売活動は

もちろんだが、フィット・フリードなどの主力車種への効果的もちろんだが、フィット・フリードなどの主力車種への効果的

な誘導により、販売台数の拡大に注力していく。な誘導により、販売台数の拡大に注力していく。
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事業戦略＜中古車部門 ＞事業戦略＜中古車部門 ＞

■■ （株）ティーエスシーとして中古車拠点３店舗を運営（株）ティーエスシーとして中古車拠点３店舗を運営

■■ ３店舗にサービス工場を併設し、お客様へのビフォアー・アフター３店舗にサービス工場を併設し、お客様へのビフォアー・アフター

サービスを充実させ、顧客満足度の向上を図るサービスを充実させ、顧客満足度の向上を図る

■■ HPHP上の中古車情報のタイムリーな改廃等による情報発信に努め上の中古車情報のタイムリーな改廃等による情報発信に努め

集客率のアップを図る集客率のアップを図る

■■ ホンダ車以外の販売を行う第３の店舗、千葉流山インター店ホンダ車以外の販売を行う第３の店舗、千葉流山インター店

の認知度が向上している。顧客のニーズに応える品揃えにの認知度が向上している。顧客のニーズに応える品揃えによよ

り、販売台数の飛躍的な増加を目指す。り、販売台数の飛躍的な増加を目指す。

㈱ホンダカーズ東葛㈱ホンダカーズ東葛

オートオークションオートオークション

㈱
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ー

㈱
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ィ
ー
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ー

オートオークションオートオークション

ユ
ー
ザ
ー

ユ
ー
ザ
ー

中古車両の販売中古車両の販売

中古車両の仕入中古車両の仕入
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事業戦略＜サービス部門＞事業戦略＜サービス部門＞

■■ ホンダカーズ９拠点・ティーエスシー３ホンダカーズ９拠点・ティーエスシー３拠拠点の全店に点の全店に

ササービス工場を設置ービス工場を設置

■■ カーズ８拠点・ティーエスシー１拠点の指定工場化が完了カーズ８拠点・ティーエスシー１拠点の指定工場化が完了

■■ 営業・サービス一体となった顧客取り込み活動を展開し、入庫営業・サービス一体となった顧客取り込み活動を展開し、入庫

率の向上に注力する率の向上に注力する

㈱ホンダカーズ東葛㈱ホンダカーズ東葛

㈱ティーエスシー㈱ティーエスシー

ユ
ー
ザ
ー

ユ
ー
ザ
ー

本
田
技
研

本
田
技
研

外
注
先

外
注
先

顧客来店顧客来店//相談相談

整備整備//修理修理//用品販売用品販売

外注外注//仕入仕入
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事業戦略＜その他部門・ローン＞事業戦略＜その他部門・ローン＞

当社グループの中に、「信販会社」があるイメージ当社グループの中に、「信販会社」があるイメージ

■■ 主力商品：自動車ローン「ホンダ東葛オリジナルローン」主力商品：自動車ローン「ホンダ東葛オリジナルローン」

（ローン手数料収入）の徹底推進（ローン手数料収入）の徹底推進

一般の自動車ローンが「立替払い方式」を多く採用しているのに対し、一般の自動車ローンが「立替払い方式」を多く採用しているのに対し、

当社では「集金保証方式」を採用し、収益の安定確保につなげています。当社では「集金保証方式」を採用し、収益の安定確保につなげています。

信販会社信販会社 販売会社販売会社

ユーザーユーザー

①保証・集金委託契約

お客様が車を買いやすい
ように独自のローンを提供

③割賦販売契約②保証委託契約
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■■ カーズ・ティーエスシーの２代理店を設置、それぞれの顧客にカーズ・ティーエスシーの２代理店を設置、それぞれの顧客に
きめ細かい管理対応を実現きめ細かい管理対応を実現

■■ ２代理店ともあいおい損害保険株式会社の保険代理店の最上級種別２代理店ともあいおい損害保険株式会社の保険代理店の最上級種別
である「特級」の認定を受けるである「特級」の認定を受ける

■■ 受注車両に対する、新規契約奪取の提案活動を徹底し、新規付保率受注車両に対する、新規契約奪取の提案活動を徹底し、新規付保率
のの向上を図る向上を図る

■■ 継続率をアップさせるため、２ヶ月前の満期案内、１ヶ月前の継続率をアップさせるため、２ヶ月前の満期案内、１ヶ月前の
継続完了を基本動作とする継続完了を基本動作とする

車の見積作成

カーズ各店カーズ各店

ティーエス
シー各店

ティーエス
シー各店

ユ
ー
ザ
ー

ユ
ー
ザ
ー

保険セールス
保険部

帳簿作成

精算業務

契約管理

本社

事業戦略＜その他部門・損害保険＞事業戦略＜その他部門・損害保険＞
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■■ 来店型総合保険ショップ＜ライフ・サロン＞の展開来店型総合保険ショップ＜ライフ・サロン＞の展開

■■ 柏南口・新松戸の２店舗が稼動、認知度も向上し柏南口・新松戸の２店舗が稼動、認知度も向上し

契約数も増加中であり、早期に収益の柱としての確立を目指す契約数も増加中であり、早期に収益の柱としての確立を目指す

事業戦略＜その他部門・生命保険 ＞事業戦略＜その他部門・生命保険 ＞

＜ライフサロン柏南口店＞

＜ライフサロン新松戸店＞
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単位：百万円単位：百万円

平成２２年３月期業績予想（連結）平成平成２２２２年年３３月期業績予想（連結）月期業績予想（連結）

156.2%10541当期当期純純利益利益

93.6%210108経常利益経常利益

10.8%6,3835,761売上高売上高

増減率
２２年３月期
通期（予想）

２１年３月期
通期（実績）
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ＩＲ連絡先ＩＲ連絡先

本件に関するお問合せ先

株式会社東葛ホールディングス ＩＲ担当

本社：千葉県松戸市小金きよしヶ丘３－２１－１

電話番号：047-346-1190

ファックス：047-345-1159

ホームページ：http://www.tkhd.co.jp

お問い合わせ先お問い合わせ先


